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葉霊鳳が書いた「性愛小説」に対する批判は厳しく、全否定す
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き始めた。 1925年創造社に加入した。創造社の「徒弟」として
『洪水』半月刊の編集事務を行っていたが、 1926年 8月 7日創造
社出版部が警察に封鎖された折、他 3名の創造社メンバーととも























芸術家とは、美なるものの創造者である。 (15 )  
 
道徳 的 な書 物 と か 、不 道 徳な 書 物 と いっ た もの は 存 在 しな い。
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書物は巧く書かれているか、巧く書かれていないか、そのどち




素材にすぎぬ。 (17 )  
 






































2 .葉霊鳳の前期作品における愛情と性  









義の作品であると言われる。 (26 )  
「内疚」は最初から最後まで女性の視点を通じて語られてお
り、女性の言葉を借りて結婚と恋愛、夫婦と恋人、精神と肉体










































書いたのではないだろうか。 (30 )  
「女媧氏之遺孼」は階下の大学生との恋愛が人の知るところ



















































てし まい 、人 々 に は結 局こ の本 心 を 吐露 する 勇気 が な いの です 。
(33 )  
 
礼教における貞操とキューピッドの矢による恋愛とにどんな


























































































永遠に不可能なことだ。 (45 )  
 
もう一つは、この時期の葉霊鳳の心の状態―怒り、幻滅、奮































































2 .3「明天」  
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かれているが、視点は主人公の麗冰に制限されている。一つの











































































う。 (56 )  
 
この 言 葉か ら 、 「 性愛 小 説」 と 言 わ れる 前 期の 作 品 の 中に も、
読者の嗜好に合わせることに傾斜した作品と、主に自分の嗜好
に従ってプロットを練り、語りの手法を試した作品があり、葉















































[ 43 ] 
  






















麗らとは異なる結末を迎える。 (62 )  ベッドから落ちて目覚めた
春野は、砕けた髑髏を見て呆然とする。  
鳩緑 媚 と白 霊 斯 の 物語 は 、実 際 に は 春野 が 見て い る 夢 であ る。
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の技 巧は 、葉 霊 鳳 の短 編小 説の 特 徴 であ り、 魅力 に な って いる 。
『霊鳳小説集』の「前記」に、「現在まで、私はもう一年間短
編小説を書いていない。今後どのようなものを書くのか、私自









(1)譚為宜「葉霊鳳小説美学意義芻議」 ( 199 8)方寛烈編『葉霊鳳作品  
評論集』香港文学評論出版社 (2 01 1)  p 162参照：譚為宜は「過去に  
 編纂された中国現代文学史の著作は葉霊鳳をほとんど一顧だにし  
 ない、または全く取り上げなかった。 その要因は歴史的なものも  
 あ り 、 主 観 的 な も の も あ る 。 中 国 数 千 年 の 封 建 的 な 正 統 の 観 念 が 、  
 情欲を破廉恥なものと見なし、君子たる者は恥じて口にしないも  
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 のとした。葉霊鳳が次々とそれをはっきりと描いて見せたので、  
 「絶対に容認できなく」なった」と述べ、更に魯迅に絵を批判さ  
 れたことで、葉霊鳳の小説が「才子プラスごろつき」の類に入れ  
 られたいきさつを述べている。  
( 2 )魯迅「文壇的掌故」注〔 1 2〕『魯迅全集 4』人民文学出版社 (1 98 2)  
 『三閑集』 p1 24：『戈壁』第 2期（ 192 8年 5月）に葉霊鳳の魯迅を  
 諷刺するキュビズムを真似た漫画が掲載され、それにはまた「魯  
 迅先生は陰陽顔の老人で、彼の過去の戦績を引っ提げて酒甕の後  
 ろに隠れ、「芸術の武器」を揮って紛々とやって来る外からの侮  
 辱に抵抗している」との説明が付されていた。  
( 3 )葉霊鳳「窮愁的自伝」 (1 92 9)『葉霊鳳小説全編上』学林出版社  
 ( 199 7)  p 303参照  
( 4 )魯迅「上海文芸之一瞥」『魯迅全集 4』人民文学出版社 ( 198 2)『二  
 心集』 p 29 3参照  
( 5 )同上 p 298参照  
( 6 )魯迅「文壇的掌故」注 6『魯迅全集 4』人民文学出版社 ( 195 7)  『三  
 閑集』 p 50 9  
(7 )魯嘉恩「回憶的花束―葉霊鳳在香港」 ( 200 8)方寛烈編『葉霊鳳作  
 品評論集』香港文学評論出版社 (20 1 1)  p1 50： 1 98 9年になって日本  
 東京の不二出版社が、戦中香港憲兵隊本部が編纂した文書を公に  
 出版した。その中に葉霊鳳の名前が特別諜報員として掲載されて  
 おり、葉霊鳳の占領期の社会的身分は売国奴ではなかったという  
 事実がやっと知られるところとなった。  
( 8 )孫乃修「葉霊鳳与弗洛伊徳」『中国比較文学』 (1 994 )第 2期 p9 4：  
 彼の小説は俗で浮ついていて、構想とプロットが似たり寄ったり  
 で、明らかに当時の庶民趣味と商業目的に支配されている。彼の  
 小説から、彼が社会と人生に対して深い経験を欠いた、優れた芸  
 術的理解力と才能を欠いた凡庸な作家であることが見て取れる。  
( 9 )評価のばらつきの例として次のようなものが挙げられる。  
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 孫乃修「葉霊鳳与弗洛伊徳」『中国比較文学』 (1 994 )第 2期 p1 03：  
 葉霊鳳小説中の性欲に対する表現は大部分が生理的な肉欲の掲示  
 である。（中略・筆者）みな強烈な性本能或いは湧き上がるリビ  
 ドーによって倫理規範また は道徳規則を省みず、自己の性欲の満  
 足を追求する。  
 王剣叢「対伝統性道徳観念的挑戦」 ( 200 9)方寛烈編『葉霊鳳作品評  
 論集』香港文学評論出版社 (2 01 1)p 1 76：葉霊鳳小説の性愛描写の問  
 題に関して、一部の人が言うように色情小説、純然たる「肉欲の  
 戯れ」、読者の感覚器官を刺激するためのものなのだろうか。そ  
 うではない。  
また、葉霊鳳を張資平と比較して論じた文章にも次のような異な  
る捉え方がある。  
 楊義「葉霊鳳和他的浪漫抒情小説」 方寛烈編『葉霊鳳作品評論  
 集』香港文学評論出版社 (2 01 1) p 13 4：葉霊鳳の多くの小説は、旧礼  
 教、旧道徳を極力破壊しようとしながら、程度の差こそあれ性欲  
 の挑発、人間の欲望が溢れる泥沼へと滑ってしまっている。浅薄  
 な恋愛心理を描く点で、彼には張資平と近い趣味がある。  
 古遠清「「象牙之塔的浪漫文字」 ―読葉霊鳳的性愛小説」 (2 01 1)  
 方寛烈編『葉霊鳳作品評論集』香港文学評論出版社 ( 2 011 )  p18 1：  
 葉 氏 は 張 資 平 の よ う に 男 女 間 の 私 情 を 性 欲 と 緊 密 に 結 び 付 け た り 、  
 猟奇的な方法で性心理を描写したりしてはいない。情欲と人生に  
 おける優美な渇望とを一つ に繋いでいるのである。  
( 10 )胡茄「葉霊鳳与他的文学創作」 (20 0 3)方寛烈編『葉霊鳳作品評論  
 集』香港文学評論出版社 (2 01 1)  p1 2 8  
(11)葉霊鳳「読少作」『読書随筆三集』三聯書店 (1 98 8)  p p10 -11参照  
( 12 )『世界大百科事典 2 8』平凡社 (2 007 ) p54 7等参照：唯美主義は 1 9世  
 紀後期に始まった西欧の芸術思潮で、作品の価値はそこに盛られ  
 た思想あるいはメッセージではなく形態と色彩の美にあると主張  
 し、「芸術のための芸術」を提唱した。  
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(13 )葉霊鳳「比亜斯莱的画」『読書随筆二集』三聯書店 ( 1 988 )  p29 5：  
 私はずっとビアズリーの絵が好きだった。まだ美術学校の学生だ  
 った時、私はもう彼の絵に夢中だった。好きなだけでなく真似を  
 して、多くのビアズリー風の装飾画や挿絵を描いたことがある。  
 そのために私は再三魯迅先生に叱られた。今でも『三閑集』や  
 『二心集』を開くと、思わず顔が赤くなってしまう。しかし 3 0年  
 来、ビアズリーを好きなことは変わっていない。私自身はとうに  
 絵を描くのをやめてしまったが。  
( 14 )葉霊鳳「郁達夫先生的『黄面誌』和比亜斯莱」『読書随筆一集』  
 三聯書店 (1 98 8)  p 341参照  
( 15 )オスカー・ワイルド『ドリアン・グレイの肖像』福田恆存訳  新  
 潮文庫 (1 96 3)p 8  
(16)同上 p8  
(17)同上 p9  
(18)同上 p10  
(19)楊剣龍主編  楊剣龍等著『上海文学与二十世紀中国文学』上海文  
 化出版社 (2 01 2)p 2 58参照  
( 20 )馬良春  李福田総主編『中国文学大辞典 4』天津人民出版社
(19 91) p2 025参 照 ： 朱 光 潜 (1 89 7 -1 98 6)は 安 徽 省 出 身 の 近 代 文 芸 理 論 家 。  
 1 92 5年からアメリカ、イギリス、フランスで学び、文芸心理学の  
 分野におけるフロンティア的存在となる。 1 93 3年帰国後、北京大  
 学、四川大学、武漢大学等で教鞭をとる。  
( 21 )朱寿桐主編『中国現代主義文学史上巻』江蘇教育出版社  
 ( 199 8) p20 7 参照  
( 22 )張良叢「試論弗洛伊徳思想在中国現代文学界的伝播与接受」『文  
 芸評論』 (2 00 8 . 5 ) p22参照  
( 23 )孫乃修「葉霊鳳与弗洛伊徳」『中国比較文学』 (1 994 )第 2期 p9 4：  
 彼は西洋現代小説の「内心分析を重んじる」という芸術的特徴を  
 好み、彼の小説は確かに内心の分析と掲示に工夫を凝らしている  
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 が、それは彼の作品に少しの芸術的価値も生み出してはいない。   
( 24 )陳子善「導言」『葉霊鳳小説全編上』学林出版社 (19 9 7)  pp 1 -5 参  
 照  
( 25 )陳平原『中国小説叙事模式的転変』 ( 198 7)北京大学出版社  
 ( 201 0) p85参照  
( 26 )廖四平「弗洛伊德与中国现代文学」『湖北三峡学院学报』第 2 1巻  
 第 6期 ( 19 99) p6 9参照  
( 27 )葉霊鳳「内疚」 (19 24)『葉霊鳳小説全編上』学林出版社 ( 199 7)  
p21 8  
(28)同上 p21 5  
(29)張競『近代中国と「恋愛」の発見』岩波書店 (1 99 5)p 3 56  
(30)アンドレ・ジイド『贋金つくり（上）』川口篤訳  岩波文庫  
 ( 196 2) pp9 8 -9 9参照： 1 92 5年作の「贋金つくり」には、夫婦の間に  
 徐々に進行していく結晶解体作用について述べた部分がある。登  
 場人物エドゥワールは、恋愛の急速な結晶作用は絶えず話題にな  
 るのに、緩慢な結晶解体作用は人の口に上らないとし、それを素  
 晴らしい小説の主題であると考える。葉霊鳳は西欧の小説からい  
 ち早くこうした考え方を吸収したのではないだろうか。  
( 31 )陳平原『中国小説叙事模式的転変』 ( 198 7)北京大学出版社 (2 01 0)  
p92参照  
( 32 )葉霊鳳「女媧氏之遺孼」 (1 92 5)『葉霊鳳小説全編上』学林出版社  
( 19 97) p2 32  
(33)同上  p2 37  
(34)同上  p2 39  
(35)周建人「恋愛的意義与価値」『婦女雑誌』第 8巻第 2号商務印書館  
 ( 192 2 . 2 . 1 ) pp2 -6参照：周建人は、現在の思想界で恋愛こそが結婚の  
 根拠だということに異議を唱える者はいないが、恋愛が破れたら  
 当然離婚するしかなく、それは道徳に合致した行為であり、恋愛  
 が破れたのに結婚の形式を保っているのは不道徳な行為であると  
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 述べている。  
( 36 )孫乃修「葉霊鳳与弗洛伊徳」『中国比較文学』 (1 994 )第 2期 p1 03  
 参照  
( 37 )王剣叢「対伝統性道徳観念的挑戦」 ( 200 9)方寛烈編『葉霊鳳作品  
 評論集』香港文学評論出版社 (2 011 )  pp 17 5 -1 76参照  
( 38 )胡茄「葉霊鳳与他的文学創作」 (20 0 3)方寛烈編『葉霊鳳作品評論  
 集』香港文学評論出版社 (2 01 1)  p1 2 8参照  
( 39 )ピエール・ロティ ( 185 0 -1 92 3)は海軍士官として諸国を航海する中  
 での経験をもとに小説を書いた唯美主義の作家である。 “M ada me  
 Chr ysa n th è me ”は 1 885年長崎に逗留していた時、日本人女性と同棲  
 した経験に基づいて書かれた。  
( 40 )葉霊鳳「関於「女」作家緑蒂」 (19 5 7)『葉霊鳳書話』北京出版社  
 ( 199 8) pp2 44 -2 4 5参照：葉霊鳳は勇ましい容貌を持つ軍人で、小説  
 “M ada me  Ch r ys an t hè me ”の作者であるピエール・ロティを紹介して  
 いる。  
( 41 )楊義「葉霊鳳和他的浪漫抒情小説」方寛烈編『葉霊鳳作品評論  
 集』香港文学評論出版社 (2 01 1)  p1 3 4  
(42)孫乃修「葉霊鳳与弗洛伊徳」『中国比較文学』 (1 994 )第 2期 p9 7参  
 照  
( 43 )フロイト『精神分析入門（上）』 ( 1 917 )高橋義孝・下坂幸三訳  
 新潮文庫 (1 97 7)p p 120 -12 1参照  
( 44 )「意識の流れ」はアメリカの心理学者ウィリアム・ジェームズ  
 ( 184 2 -1 91 0)が『心理学原理』 (1 890 )で使用した用語で、人の頭の中  
 に は 絶 え 間 な い 意 識 の 流 れ が 存 在 し て い る と い う 心 理 現 象 を 指 す 。  
 文学においてはその心理現象を表現するテ クニックを指すように  
 なった。アイルランドの作家ジェイムズ・ジョイス ( 1 882 -19 41 )が  
 「ユリシーズ」（ 1 92 2）で徹底的に使用したことによって注目さ  
 れ、 1 92 0年代から 4 0年代にかけて多くの作 家や詩人がこの方法を  
 採用した。フロイト主義を用いた潜在意識の描写を通じて、「意  
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 識の流れ」に対する興味が喚起された。葉霊鳳は 「喬伊斯佳話」  
 『読書随筆一集』三聯書店 (1 98 8)  p p11 5 -1 17においてジェイムズ・  
 ジョイスの『ユリシーズ』に触れ、 「この本が重視されるのは、  
 ジョイスが採用した手法と文章の風格によると言える」、「現代  
 作家は誰もが直接、或いは間接的にジョイスの影響 を受けてい  
 る」と述べている。  
( 45 )葉霊鳳「菊子夫人」 (1 92 6)『葉霊鳳小説全編上』学林出版社
(19 97) pp 102 -10 3  
(46)葉霊鳳「獄中五日記」 (1 92 6)『霊鳳小品集』現代書局
(19 33) pp 302 -30 9参照  
( 47 )葉霊鳳「菊子夫人」 (1 92 6)『葉霊鳳小説全編上』学林出版社
(19 97) p1 00  
(48)楊義「葉霊鳳和他的浪漫抒情小説」方寛烈編『葉霊鳳作品評論  
 集』香港文学評論出版社 (2 01 1)p 13 2参照  
( 49 )葉霊鳳「回憶『幻洲』及其他」『読書随筆一集』三聯書店 (1 98 8)  
 p 12 6参照  
( 50 )葉霊鳳「菊子夫人」 (1 92 6)『葉霊鳳小説全編上』学林出版社
(19 97) p1 02  
(51)葉霊鳳「「贋幣犯」和「贋幣犯日記」」『読書随筆一集』三聯書  
 店 ( 19 88)  p2 41： こ の 作 品 は 小 説 ら し く な い 。 三 人 称 の 語 り の ほ か 、  
 作品中に人物の日記、手紙、断片的な一人称独白が挿入されるか  
 らである。しかし、私は当時、その新鮮な描写、構成と形式が気  
 に入り、そのため何度も繰り返し読んだ。  
( 52 )陸展「唯美与感傷―浅析『霊鳳小説集』中的五篇代表作」『文学  
 芸術』 (2 01 3)第 9期 p 10 9  
(53)葉霊鳳「明天」 (19 28)『葉霊鳳小説全編上』学林出版社 ( 199 7) p78  
(54)同上 p86  
(55)張競『近代中国と「恋愛」の発見』岩波書店 (1 99 5)p 3 41  
(56)葉霊鳳『霊鳳小説集』「前記」 (19 3 1)  現代書局  
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(57 )楊義『中国現代小説史第一巻』人民文学出版社 (1 986 ) p63 9。饒虹  
 「奇情「三重門」―葉霊鳳「鳩緑媚」嵌套式叙事結構探析」『名  
 作欣賞』 (2 01 0 . 4 ) p88に、  楊義 (1 986 )の誤解が指摘されている。  
( 58 )楊剣龍主編  趙鵬著『海上唯美風』上海文化出版社 ( 2 013 )p1 15  
(59)龔金平「葉霊鳳早期浪漫抒情小説中情愛描写的重新読解」『語文  
 学刊』 (2 00 4)第 5期  
( 60 )川口喬一  岡本靖正編『最新文学批評用語辞典』研究社
(19 98) pp 264 -26 5参照：ミザナビーム。枠物語とも言う。大きな物語  
 の中に、小さな物語がある状態を指す。作中の中心人物が作品の  
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( 61 )饒虹「奇情「三重門」―葉霊鳳「鳩緑媚」嵌套式叙事結構探析」  
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[ 54 ]  
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